
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 公共施設管理 タグ

事例種類

・教育・子育て
・公共施設活用
・公共施設等総合管理計画

熊本県菊池市

転用事業

母子等保健センター整備事業

自治体施設・インフラの老朽化対策・防災対策のための地方債活用の手引き

団体の属性 一般市
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・乳幼児健診等の専用会場
がなく、検診ごとに別の
会場（公共施設）で実施
していたため、①会場が
毎回変わりわかりづらい、
②会場の安全や衛生面の
確保に課題がある、と
いった問題があった。

・そのため、市役所の支所
庁舎の改修の際に、庁舎
の執務室を整理してス
ペースを確保し、健診専
用の会場及び保護者の交
流の場を整備。

市役所の支所の一部を、乳幼児健診等の会場及び子育て中の保護者が交流できる場に転用する。

○ 乳幼児健診等の専用会場を整備することで、安全や衛生面に配慮した検診が可能となり、また、交流の場を
併設することで、子育て支援の充実にもつながった。

○ 泗水支所庁舎の空き部屋、空きスペースについて、有効活用することができた。

熊本県菊池市（人口4.8万人）「母子等保健センター整備事業」事業の概要

転 用 事 業 ③

事業実施前

事業実施後

事業の効果

事業のポイント

菊池市役所泗水支所

事業実施期間：H30～R2年度
総事業費1.3億円

転

用

支所（一部）

検診スペース

支所（一部）

つどいの広場
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